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 昨年度に構築した苦情事例データベースの拡張のため、より簡便なデータ入力システムの開発及び企業

独自のデータベースの構築とそこからのデータ抽出について検討した。苦情品の外観撮影時に記録用ソフ

トウェアが起動するようにし、相談・分析を行いながら自由な文章で記録できるようにした。それに伴い

全文検索システムを構築した。企業のもつ事例についても、Microsoft Access を使用して企業独自のデー

タベースを構築できるようにした。 
 

１．はじめに 

 雪印乳業㈱の食中毒事件を契機として、近年、食品に

対する安全志向は年々強くなってきており、当センター

にも食品関連企業から異物混入・異常食品等消費者苦情

に関する相談が数多く寄せられている。消費者から加工

食品の苦情があった場合、対処の第一歩として原因の解

明が最も重要であるが、発生原因は食品の種類やその発

生状況などによって多種多様となるため、その解析方法

も多岐にわたっており、過去の事例や収集した参考資料

が解明の糸口となることが多い。しかし、蓄積された事

例・資料から類似事例を探し出すためには、その事例の

担当者の記憶に頼ることが多く、記憶が不鮮明であった

り担当者が不在の場合は該当事例を見つけ出すことが困

難である。 

平成１５年度にそれまで当センターで蓄積された苦情

事例をデータベース化したが、その後も日々の相談業務

に伴い、新しい事例が蓄積されている。しかし、データ

入力の煩わしさがネックとなって新しい事例がデータベ

ースに登録されないと、データベースが陳腐化してしま

う。一方、食品関連企業でも自社に寄せられた苦情事例

が独自に蓄積されているが、紙ファイルとして整理され

ていることが多く、事例の活用の面から企業独自のデー

タベースの構築が望まれている。そこで、当センターに

おける新規データ入力の簡便化と食品関連企業での独自

の苦情事例データベースの構築を検討した（図１）。 

 

図１ データ収集システム概略図 

 

２．実施内容 

2.1 センターにおける収集システムの構築 

2.1.1 データベースへのデータ入力の簡便化 

 前年度に構築したデータベースシステムでは、インタ

ーネットエクスプローラー上でフォームを利用して登録

する方法を利用した。しかし、当センターで蓄積される

事例は主に技術相談として受けた苦情事例であるため、

相談後に内容を整理・入力しようとすると作業が煩わし

く、また、記憶も薄れがちとなってしまう。そのため、

技術相談・分析の時点での迅速かつ逐次の記録が重要と

なる。このことからデータの形式を特定せず、自由な文
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章で記録する方式が適当であると考えた。そこで、苦情

相談で始めに行う外観撮影時に記録用ソフトウェアが起

動するようにした。起動には日本語プログラム言語「ひ

まわり」を用い、記録用ソフトウェアとしてノートパッ

ドを使用した。 

2.1.2 全文検索システムの構築 

必須登録事項やキーワードなども登録されるフォーム

からの入力とは違い、自由な文章での記録は事前に登録

したキーワードでは検索されない可能性があるため、全

文検索による事例検索ができるシステムが必要となった。

全文検索システムは苦情事例データベースを設置した

UNIXサーバーに構築し、日本語全文検索システムは

Namazu 2.0.13、日本語辞書はipadic 2.6.3、インデック

ス作成のための形態素解析システムは茶筌 2.3.3 を使用

した。事例検索例を図２に、検索結果からの事例表示例

を図３に示す。 

 

図２ 全文検索システムによる事例検索 

 

図３ 全文検索で検索された事例の表示 

 

 

2.2 企業での独自データベースの構築 

企業で蓄積された事例のデータベース化にあたって、

製品名や取引先、担当者などの項目化しやすく検索頻度

の高い入力事項が多いことと、構築後のメンテナンスや

他企業へのカスタマイズの面を考慮した結果、市販のデ

ータベースソフトウェアを利用することとした。当セン

ターの苦情事例データベースはUNIXサーバーに構築した

が、通常、企業で使用されているコンピューターは

Windowsマシンが主流なので、Windows上で動作し、かつ

入手しやすい市販データベースソフトとしてMicrosoft 

Accessを選定し、データベースの構築（図４）及び入力・

検索のためのフォーム（図５）を作成した。 

 

図４ Microsoft Accessによるデータベース（データ 

テーブル） 

 

図５ Microsoft Accessによるデータベース（フォーム） 

３．結び 

 苦情事例データベースの拡張のため、簡便なデータ入

力システムの開発と企業でのデータベースの構築及び

そこからのデータ収集について検討した。 

 苦情品の外観撮影時に記録用ソフトウェアが起動する

ようにし、相談・分析を行いながら自由な文章で記録で

きるようにした。それに伴い全文検索システムが必要と

なったため、UNIX サーバーに構築した。 

企業のもつ事例についても Microsoft Access を使用

して独自のデータベースを構築できるようにした。その

データベースから汎用的な事例を抽出しセンターの事

例データベースへ登録することは今後の検討課題であ

る。 
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